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建  築  ・  土  木

工 事 業

Ｉ Ｃ Ｔ 土 工 （ i - C o n s t r u c ti o n ） へ の 取 り 組 み
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伊 藤 組 土 建 株 式 会 社

事 例

河 川 復 旧 工 事 に Ｉ Ｃ Ｔ 土 工 を 導 入 し 、

マ シ ン コ ン ト ロ ー ル に よ る 重 機 の 自 動

制 御 や ト ー タ ル ソ リ ュ ー シ ョ ン に よ る

高 い 精 度 の 計 測 を 実 現 ！ ！

伊 藤 組 土 建 ㈱ は 、 札 幌 の 人 口 が 2 7, 0 0 0 人 ほ ど で あ っ た 明

治 2 6 年 に 創 業 し 、 「 常 に 北 海 道 の パ イ オ ニ ア た ら ん 」 と の 目

標 を 掲 げ 、 「 責 任 観 念 」 「 誠 心 誠 意 」 を 社 是 と し て 1 2 0 年 以 上

に わ た り 事 業 を 展 開 し て い る 。

同 社 は 、 国 土 交 通 省 が 推 進 す る 「i- C o n s t r u c ti o n ※ 」 を 業 界

に 先 駆 け 平 成 2 8 年 度 に 採 用 、 北 海 道 内 3 カ 所 で 工 事 実 績 を 有

す る （ 平 成 3 0 年 6 月 時 点 ） 。

本 事 例 集 で は 、 そ の 中 か ら 2 8 年 8 月 の 台 風 被 害 （ 堤 防 決 壊 2

カ 所 、 浸 水 面 積 約 5 0 h a ） を 受 け た 十 勝 管 内 豊 頃 町 十 勝 川 の 復

旧 工 事 （ 川 幅 を 広 げ る た め に 掘 削 し た 土 砂 を 、 台 風 被 害 を 受

け た 清 水 町 、 芽 室 町 、 帯 広 市 の 農 家 へ 運 搬 す る 工 事 ） に お い て 、

i- C o n s t r u c ti o n に よ る Ｉ Ｃ Ｔ 土 工 に 取 り 組 ん だ 事 例 を 紹 介 す

る 。

※ 建 設 現 場 の 生 産 性 向 上 に 向 け て 、 測 量 ・ 設 計 か ら 施 工 、 さ ら に 管 理 に

至 る 全 プ ロ セ ス に お い て 、 Ｉ Ｃ Ｔ や ３ 次 元 デ ー タ 等 を 活 用 す る 取 り 組

み

・ 一 人 ひ と り の 生 産 性 向 上
・ ３ Ｋ （ き つ い 、 危 険 、 き た な い ）

の 解 消

ビ ジ ネ ス 上 の 「 課 題 」

・ i- C o n s t r u c ti o n 導 入 に よ る 建 設
全 体 の 生 産 性 の 向 上

・ 3 次 元 デ ー タ 活 用 に よ る 時 間 の
短 縮 と 品 質 向 上

2 0 2 5 年 ま で に 建 設 現 場 の 生 産 性 2 割 向 上 を 目 指 す ！ ！

ビ ジ ネ ス 上 の 「 狙 い 」

建 設 ・ 土 木 工 事 業 界 は 、 こ れ ま で ベ テ ラ ン を 中 心 に 工 事 を

行 っ て き た が 、 長 ら く ３ Ｋ （ き つ い 、 危 険 、 き た な い ） の 代 表

と 言 わ れ 、 若 手 が 敬 遠 す る 職 種 で あ っ た 。 業 界 の 人 手 不 足 が

深 刻 化 す る 中 、 国 土 交 通 省 の 主 導 に よ り 、 Ｉ Ｃ Ｔ の 全 面 的 な

活 用 （ Ｉ Ｃ Ｔ 土 工 ） に よ り 、 効 率 的 な 建 設 現 場 を 目 指 す 取 り

組 み と し てi- C o n s t r u c ti o n が 推 進 さ れ て い る 。 同 時 に 、 施 工

時 の 基 準 や 国 や 自 治 体 か ら の 発 注 方 式 の 見 直 し に よ る 事 務 作

業 の 簡 素 化 、 人 材 育 成 も 進 め ら れ て い る 。

同 社 はi- C o n str u cti o n の 採 用 を 通 じ て 、 生 産 性 の ２ 割 向 上 、

安 全 性 の 改 善 と い っ た 経 営 課 題 解 決 に 向 け て 取 り 組 み を 開 始

し た 。 今 回 の 事 例 で は 、 地 上 型 レ ー ザ ー ス キ ャ ナ ー （ Ｔ Ｌ Ｓ ） ※ 1 、

マ シ ン コ ン ト ロ ー ル （ Ｍ Ｃ ） ※ 2 な ど 、 さ ま ざ ま な 革 新 的 技 術 が

使 わ れ て い る 。

※ １ 地 上 型 レ ー ザ ー ス キ ャ ナ ー に よ り 起 工 時 に 地 形 を 測 定 す る 技 術

※ ２ 工 事 用 機 械 （ 重 機 ） を 自 動 制 御 し て 施 工 す る 技 術

全 て の 作 業 工 程 で Ｉ Ｃ Ｔ や ３ 次 元 デ ー タ を 活 用 ！ ！ 

新 ３ Ｋ （ 給 与 が 高 い 、 休 暇 が
取 れ る 、 希 望 が 持 て る ） で 魅
力 あ る 建 設 現 場 を 実 現 ！ ！

建 設 生 産 プ ロ セ ス の 生 産 性
向 上 、 建 設 現 場 で の 死 亡 事 故
ゼ ロ の 実 現 ！ ！

【 i- C o n str u cti o n が 目 指 す も の】

本 復 旧 工 事 は 、 豊 頃 町 の 十 勝 川 河 川 敷 で 平 成 2 9 年 5 月 ～ 平

成 3 0 年 2 月 ま で 、 河 道 を 掘 削 し て 河 川 を 拡 幅 し 、 目 標 流 下 能

力 を 確 保 す る 目 的 で 実 施 さ れ た 。 役 所 か ら は 、 平 均 ± 5 c m の

誤 差 で 1 3 0 ｍ × 2 3 0 ｍ を 掘 削 す る よ う 指 示 を 受 け た 。

最 初 に 、 Ｔ Ｌ Ｓ を 使 い ３ 次 元 測 量 （ 地 形 を ス キ ャ ン し 、 点 群

と し て 処 理 を 行 う ） に よ る 起 工 測 量 を 行 っ た 。 今 回 の Ｍ Ｃ に

よ る 施 工 で は 、 Ｖ Ｒ Ｓ 方 式 （ 国 土 地 理 院 の 電 子 基 準 点 を 利 用 す

る 仮 想 基 準 点 方 式 ） を 使 っ て 現 在 の 位 置 情 報 を 取 得 し 、 同 情

報 を 重 機 へ 通 信 、 目 標 設 計 面 と ず れ な い よ う 重 機 を 自 動 制 御

し た 。 さ ら に 、 Ｍ Ｃ に よ る 施 工 の 前 に 、 施 工 箇 所 を 囲 う よ う

に 基 準 点 を 作 成 す る な ど 工 夫 を 加 え 、 一 層 精 度 を 向 上 さ せ た 。

ま た 、i- C o n s t r u c ti o n で は 出 来 形 図 や 取 り ま と め 表 は 不 要

で 、 ヒ ー ト マ ッ プ ※ の み 提 出 し た 。 Ｉ Ｃ Ｔ 土 工 で は 、 こ れ ま で

提 出 が 義 務 付 け て い た 出 来 形 図 や 取 り ま と め 表 な ど の 提 出 は

不 要 と な っ た た め 、 作 業 の 大 幅 な 削 減 も 可 能 と な っ た 。

※ 施 工 の 仕 上 が り 面 全 体 を 規 格 値 と の 差 で 確 認 す る 技 術

・ 作 業 効 率 の 向 上
・ 測 量 作 業 の 軽 減
・ 接 触 事 故 の 撲 滅

ビ ジ ネ ス 上 の 「 効 果 」

作 業 効 率 の 改 善 並 び に 高 い 精 度 を 実 現 ！ ！ 

同 種 の 工 事 で は 、 こ れ ま で 丁 張 （ 工 事 に 着 手 す る 前 に 建 物

等 の 正 確 な 位 置 を 求 め る 作 業 ） に ３ 名 の 作 業 者 （ 測 量 １ 名 、

確 認 １ 名 、 重 機 オ ペ レ ー タ ー １ 名 ） が 必 要 で あ っ た が 、 Ｉ Ｃ Ｔ

土 工 に よ り 、 オ ペ レ ー タ ー １ 名 で で き る よ う に な っ た 。 ま た 、

法 面 （ ノ リ メ ン ： 切 土 や 盛 土 に よ っ て 作 ら れ る 人 工 的 な 斜 面 ）

を 切 る 作 業 で も 、 以 前 は 法 面 の 手 前 に 作 業 者 が 必 要 で あ っ た

が 、 Ｉ Ｃ Ｔ 土 工 に よ り 、 オ ペ レ ー タ ー １ 名 の み で 可 能 と な り 、

作 業 効 率 の 向 上 と 同 時 に 作 業 者 と 重 機 の 接 触 事 故 も な く な っ

た 。 さ ら に 、 施 行 済 の 箇 所 が 設 計 図 に 示 す 寸 法 で で き て い る

か 検 査 す る 「 出 来 形 検 査 」 で は 、 レ ー ザ ー ス キ ャ ナ ー を 使 っ

て 計 測 を 行 い 、 北 海 道 開 発 局 の 規 程 す る 誤 差 の 範 囲 内 に 十 分

に 収 ま っ た 。

同 社 は 、 今 後 の 取 り 組 み と し て 、 ３ 次 元 デ ー タ の さ ら な る

活 用 や ド ロ ー ン に よ る 起 工 測 量 な ど で さ ら な る 効 率 改 善 を 目

指 し て い る 。

IＴ コ ー デ ィ ネ ー タ か ら 一 言

国 土 交 通 省 が 推 進 す るi- C o n s t r u c ti o n に よ り 生 産 性 向 上 に 取 り 組 み 、 土 木 工 事 の 在 り 方 そ の も の の 革 新 に 向 け て 大 き な 成 果

を 上 げ た 事 例 で す 。 丁 張 で の 作 業 効 率 改 善 や 、 重 機 の 自 動 制 御 に よ る 省 力 化 な ど 、 Ｉ Ｃ Ｔ 土 工 の 目 的 が 達 成 で き て い ま す 。 一 方 で 、

本 事 例 で は ド ロ ー ン を 使 え る 人 が い な か っ た た め 、 ド ロ ー ン を 使 っ た Ｕ Ａ Ｖ 測 量 で は な く レ ー ザ ー ス キ ャ ナ ー を 使 っ た Ｔ Ｌ Ｓ

測 量 を 採 用 し た よ う で す が 、 ワ ー キ ン グ グ ル ー プ を 中 心 に 、 こ の 辺 り を 含 め た さ ら な る 効 率 化 の 実 現 を 期 待 し ま す 。

工 事 の 生 産 性 向 上 と
事 故 ゼ ロ を 実 現 ！ ！

＜i- C o n s t r u c ti o n に よ る Ｉ Ｃ Ｔ 施 工 の 手 順 ＞

施 工 終 了 後 、 出 来 形 を 起 工 測 量 と 同 様 に 計 測 す る が 、 計 測 精 度 は 1 0 c m × 1 0 c m に 1 点 以 上 に な る よ う に 計 測 を 行 う 。

※ 起 工 測 量 は 、5 0 c m × 5 0 c m に １ 点 以 上

【 Ｔ Ｌ Ｓ に よ る ３ 次 元 測 量 】 【 Ｍ Ｃ に よ る 施 工 】 【 ヒ ー ト マ ッ プ の 提 出 】

土 木 部 工 事 課 　 千 葉 貴 久 氏

今 ま で 丁 張 作 業 に ２ ～ ３ 名 で 複 数 日 か か っ て い た も の

が 、 今 回 の 復 旧 工 事 で は １ 名 で １ 日 で で き る よ う に な り

ま し た 。 ま た 、 バ ッ ク ホ ウ （ 土 砂 を 掘 削 す る た め に 用 い ら れ る 自 走 式 の 土 木 機 械 ）

に よ る 施 工 も Ｍ Ｃ を 導 入 す る こ と に よ り 、 従 来 と 違 い 重 機 の 近 く で 合 図 す る 作 業

員 が 不 要 に な り 接 触 事 故 が な く な り ま し た 。

な お 、 今 回 の 復 旧 工 事 で は 、 土 砂 の 運 搬 が 多 か っ た た め 工 期 の 短 縮 に は つ な が

り ま せ ん で し た 。

今 後 、 若 手 社 員 を 中 心 に ワ ー キ ン グ グ ル ー プ を 設 置 し 、 Ｔ Ｌ Ｓ 測 量 （ 所 要 日 数 ２

日 ） か ら ド ロ ー ン を 使 っ た Ｕ Ａ Ｖ 測 量 （ 同 半 日 ） も 取 り 入 れ て 併 用 し 、 中 堅 以 上 の

社 員 の 負 担 軽 減 を 行 う 予 定 で す 。

導 入 企 業 の 声

本 復 旧 工 事 は 、 豊 頃 町 の 十 勝 川 河 川 敷 で 平 成 2 9 年 5 月 ～ 平

成 3 0 年 2 月 ま で 、 河 道 を 掘 削 し て 河 川 を 拡 幅 し 、 目 標 流 下 能

力 を 確 保 す る 目 的 で 実 施 さ れ た 。 役 所 か ら は 、 平 均 ± 5 c m の

誤 差 で 1 3 0 ｍ × 2 3 0 ｍ を 掘 削 す る よ う 指 示 を 受 け た 。

最 初 に 、 Ｔ Ｌ Ｓ を 使 い ３ 次 元 測 量 （ 地 形 を ス キ ャ ン し 、 点 群

と し て 処 理 を 行 う ） に よ る 起 工 測 量 を 行 っ た 。 今 回 の Ｍ Ｃ に

よ る 施 工 で は 、 Ｖ Ｒ Ｓ 方 式 （ 国 土 地 理 院 の 電 子 基 準 点 を 利 用 す

る 仮 想 基 準 点 方 式 ） を 使 っ て 現 在 の 位 置 情 報 を 取 得 し 、 同 情

報 を 重 機 へ 通 信 、 目 標 設 計 面 と ず れ な い よ う 重 機 を 自 動 制 御

し た 。 さ ら に 、 Ｍ Ｃ に よ る 施 工 の 前 に 、 施 工 箇 所 を 囲 う よ う

に 基 準 点 を 作 成 す る な ど 工 夫 を 加 え 、 一 層 精 度 を 向 上 さ せ た 。

ま た 、i- C o n s t r u c ti o n で は 出 来 形 図 や 取 り ま と め 表 は 不 要

で 、 ヒ ー ト マ ッ プ ※ の み 提 出 し た 。 Ｉ Ｃ Ｔ 土 工 で は 、 こ れ ま で

提 出 が 義 務 付 け て い た 出 来 形 図 や 取 り ま と め 表 な ど の 提 出 は

不 要 と な っ た た め 、 作 業 の 大 幅 な 削 減 も 可 能 と な っ た 。

※ 施 工 の 仕 上 が り 面 全 体 を 規 格 値 と の 差 で 確 認 す る 技 術
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河 川 復 旧 工 事 に Ｉ Ｃ Ｔ 土 工 を 導 入 し 、

マ シ ン コ ン ト ロ ー ル に よ る 重 機 の 自 動

制 御 や ト ー タ ル ソ リ ュ ー シ ョ ン に よ る

高 い 精 度 の 計 測 を 実 現 ！ ！

伊 藤 組 土 建 ㈱ は 、 札 幌 の 人 口 が 2 7, 0 0 0 人 ほ ど で あ っ た 明

治 2 6 年 に 創 業 し 、 「 常 に 北 海 道 の パ イ オ ニ ア た ら ん 」 と の 目

標 を 掲 げ 、 「 責 任 観 念 」 「 誠 心 誠 意 」 を 社 是 と し て 1 2 0 年 以 上

に わ た り 事 業 を 展 開 し て い る 。

同 社 は 、 国 土 交 通 省 が 推 進 す る 「i- C o n s t r u c ti o n ※ 」 を 業 界

に 先 駆 け 平 成 2 8 年 度 に 採 用 、 北 海 道 内 3 カ 所 で 工 事 実 績 を 有

す る （ 平 成 3 0 年 6 月 時 点 ） 。

本 事 例 集 で は 、 そ の 中 か ら 2 8 年 8 月 の 台 風 被 害 （ 堤 防 決 壊 2

カ 所 、 浸 水 面 積 約 5 0 h a ） を 受 け た 十 勝 管 内 豊 頃 町 十 勝 川 の 復

旧 工 事 （ 川 幅 を 広 げ る た め に 掘 削 し た 土 砂 を 、 台 風 被 害 を 受

け た 清 水 町 、 芽 室 町 、 帯 広 市 の 農 家 へ 運 搬 す る 工 事 ） に お い て 、

i- C o n s t r u c ti o n に よ る Ｉ Ｃ Ｔ 土 工 に 取 り 組 ん だ 事 例 を 紹 介 す

る 。

※ 建 設 現 場 の 生 産 性 向 上 に 向 け て 、 測 量 ・ 設 計 か ら 施 工 、 さ ら に 管 理 に

至 る 全 プ ロ セ ス に お い て 、 Ｉ Ｃ Ｔ や ３ 次 元 デ ー タ 等 を 活 用 す る 取 り 組

み

・ 一 人 ひ と り の 生 産 性 向 上
・ ３ Ｋ （ き つ い 、 危 険 、 き た な い ）

の 解 消

ビ ジ ネ ス 上 の 「 課 題 」

・ i- C o n s t r u c ti o n 導 入 に よ る 建 設
全 体 の 生 産 性 の 向 上

・ 3 次 元 デ ー タ 活 用 に よ る 時 間 の
短 縮 と 品 質 向 上

2 0 2 5 年 ま で に 建 設 現 場 の 生 産 性 2 割 向 上 を 目 指 す ！ ！

ビ ジ ネ ス 上 の 「 狙 い 」

建 設 ・ 土 木 工 事 業 界 は 、 こ れ ま で ベ テ ラ ン を 中 心 に 工 事 を

行 っ て き た が 、 長 ら く ３ Ｋ （ き つ い 、 危 険 、 き た な い ） の 代 表

と 言 わ れ 、 若 手 が 敬 遠 す る 職 種 で あ っ た 。 業 界 の 人 手 不 足 が

深 刻 化 す る 中 、 国 土 交 通 省 の 主 導 に よ り 、 Ｉ Ｃ Ｔ の 全 面 的 な

活 用 （ Ｉ Ｃ Ｔ 土 工 ） に よ り 、 効 率 的 な 建 設 現 場 を 目 指 す 取 り

組 み と し てi- C o n s t r u c ti o n が 推 進 さ れ て い る 。 同 時 に 、 施 工

時 の 基 準 や 国 や 自 治 体 か ら の 発 注 方 式 の 見 直 し に よ る 事 務 作

業 の 簡 素 化 、 人 材 育 成 も 進 め ら れ て い る 。

同 社 はi- C o n str u cti o n の 採 用 を 通 じ て 、 生 産 性 の ２ 割 向 上 、

安 全 性 の 改 善 と い っ た 経 営 課 題 解 決 に 向 け て 取 り 組 み を 開 始

し た 。 今 回 の 事 例 で は 、 地 上 型 レ ー ザ ー ス キ ャ ナ ー （ Ｔ Ｌ Ｓ ） ※ 1 、

マ シ ン コ ン ト ロ ー ル （ Ｍ Ｃ ） ※ 2 な ど 、 さ ま ざ ま な 革 新 的 技 術 が

使 わ れ て い る 。

※ １ 地 上 型 レ ー ザ ー ス キ ャ ナ ー に よ り 起 工 時 に 地 形 を 測 定 す る 技 術

※ ２ 工 事 用 機 械 （ 重 機 ） を 自 動 制 御 し て 施 工 す る 技 術

全 て の 作 業 工 程 で Ｉ Ｃ Ｔ や ３ 次 元 デ ー タ を 活 用 ！ ！ 

新 ３ Ｋ （ 給 与 が 高 い 、 休 暇 が
取 れ る 、 希 望 が 持 て る ） で 魅
力 あ る 建 設 現 場 を 実 現 ！ ！

建 設 生 産 プ ロ セ ス の 生 産 性
向 上 、 建 設 現 場 で の 死 亡 事 故
ゼ ロ の 実 現 ！ ！

【 i- C o n str u cti o n が 目 指 す も の】

本 復 旧 工 事 は 、 豊 頃 町 の 十 勝 川 河 川 敷 で 平 成 2 9 年 5 月 ～ 平

成 3 0 年 2 月 ま で 、 河 道 を 掘 削 し て 河 川 を 拡 幅 し 、 目 標 流 下 能

力 を 確 保 す る 目 的 で 実 施 さ れ た 。 役 所 か ら は 、 平 均 ± 5 c m の

誤 差 で 1 3 0 ｍ × 2 3 0 ｍ を 掘 削 す る よ う 指 示 を 受 け た 。

最 初 に 、 Ｔ Ｌ Ｓ を 使 い ３ 次 元 測 量 （ 地 形 を ス キ ャ ン し 、 点 群

と し て 処 理 を 行 う ） に よ る 起 工 測 量 を 行 っ た 。 今 回 の Ｍ Ｃ に

よ る 施 工 で は 、 Ｖ Ｒ Ｓ 方 式 （ 国 土 地 理 院 の 電 子 基 準 点 を 利 用 す

る 仮 想 基 準 点 方 式 ） を 使 っ て 現 在 の 位 置 情 報 を 取 得 し 、 同 情

報 を 重 機 へ 通 信 、 目 標 設 計 面 と ず れ な い よ う 重 機 を 自 動 制 御

し た 。 さ ら に 、 Ｍ Ｃ に よ る 施 工 の 前 に 、 施 工 箇 所 を 囲 う よ う

に 基 準 点 を 作 成 す る な ど 工 夫 を 加 え 、 一 層 精 度 を 向 上 さ せ た 。

ま た 、i- C o n s t r u c ti o n で は 出 来 形 図 や 取 り ま と め 表 は 不 要

で 、 ヒ ー ト マ ッ プ ※ の み 提 出 し た 。 Ｉ Ｃ Ｔ 土 工 で は 、 こ れ ま で

提 出 が 義 務 付 け て い た 出 来 形 図 や 取 り ま と め 表 な ど の 提 出 は

不 要 と な っ た た め 、 作 業 の 大 幅 な 削 減 も 可 能 と な っ た 。

※ 施 工 の 仕 上 が り 面 全 体 を 規 格 値 と の 差 で 確 認 す る 技 術

・ 作 業 効 率 の 向 上
・ 測 量 作 業 の 軽 減
・ 接 触 事 故 の 撲 滅

ビ ジ ネ ス 上 の 「 効 果 」

作 業 効 率 の 改 善 並 び に 高 い 精 度 を 実 現 ！ ！ 

同 種 の 工 事 で は 、 こ れ ま で 丁 張 （ 工 事 に 着 手 す る 前 に 建 物

等 の 正 確 な 位 置 を 求 め る 作 業 ） に ３ 名 の 作 業 者 （ 測 量 １ 名 、

確 認 １ 名 、 重 機 オ ペ レ ー タ ー １ 名 ） が 必 要 で あ っ た が 、 Ｉ Ｃ Ｔ

土 工 に よ り 、 オ ペ レ ー タ ー １ 名 で で き る よ う に な っ た 。 ま た 、

法 面 （ ノ リ メ ン ： 切 土 や 盛 土 に よ っ て 作 ら れ る 人 工 的 な 斜 面 ）

を 切 る 作 業 で も 、 以 前 は 法 面 の 手 前 に 作 業 者 が 必 要 で あ っ た

が 、 Ｉ Ｃ Ｔ 土 工 に よ り 、 オ ペ レ ー タ ー １ 名 の み で 可 能 と な り 、

作 業 効 率 の 向 上 と 同 時 に 作 業 者 と 重 機 の 接 触 事 故 も な く な っ

た 。 さ ら に 、 施 行 済 の 箇 所 が 設 計 図 に 示 す 寸 法 で で き て い る

か 検 査 す る 「 出 来 形 検 査 」 で は 、 レ ー ザ ー ス キ ャ ナ ー を 使 っ

て 計 測 を 行 い 、 北 海 道 開 発 局 の 規 程 す る 誤 差 の 範 囲 内 に 十 分

に 収 ま っ た 。

同 社 は 、 今 後 の 取 り 組 み と し て 、 ３ 次 元 デ ー タ の さ ら な る

活 用 や ド ロ ー ン に よ る 起 工 測 量 な ど で さ ら な る 効 率 改 善 を 目

指 し て い る 。

IＴ コ ー デ ィ ネ ー タ か ら 一 言

国 土 交 通 省 が 推 進 す るi- C o n s t r u c ti o n に よ り 生 産 性 向 上 に 取 り 組 み 、 土 木 工 事 の 在 り 方 そ の も の の 革 新 に 向 け て 大 き な 成 果

を 上 げ た 事 例 で す 。 丁 張 で の 作 業 効 率 改 善 や 、 重 機 の 自 動 制 御 に よ る 省 力 化 な ど 、 Ｉ Ｃ Ｔ 土 工 の 目 的 が 達 成 で き て い ま す 。 一 方 で 、

本 事 例 で は ド ロ ー ン を 使 え る 人 が い な か っ た た め 、 ド ロ ー ン を 使 っ た Ｕ Ａ Ｖ 測 量 で は な く レ ー ザ ー ス キ ャ ナ ー を 使 っ た Ｔ Ｌ Ｓ

測 量 を 採 用 し た よ う で す が 、 ワ ー キ ン グ グ ル ー プ を 中 心 に 、 こ の 辺 り を 含 め た さ ら な る 効 率 化 の 実 現 を 期 待 し ま す 。

工 事 の 生 産 性 向 上 と
事 故 ゼ ロ を 実 現 ！ ！

＜i- C o n s t r u c ti o n に よ る Ｉ Ｃ Ｔ 施 工 の 手 順 ＞

施 工 終 了 後 、 出 来 形 を 起 工 測 量 と 同 様 に 計 測 す る が 、 計 測 精 度 は 1 0 c m × 1 0 c m に 1 点 以 上 に な る よ う に 計 測 を 行 う 。

※ 起 工 測 量 は 、5 0 c m × 5 0 c m に １ 点 以 上

【 Ｔ Ｌ Ｓ に よ る ３ 次 元 測 量 】 【 Ｍ Ｃ に よ る 施 工 】 【 ヒ ー ト マ ッ プ の 提 出 】

土 木 部 工 事 課 　 千 葉 貴 久 氏

今 ま で 丁 張 作 業 に ２ ～ ３ 名 で 複 数 日 か か っ て い た も の

が 、 今 回 の 復 旧 工 事 で は １ 名 で １ 日 で で き る よ う に な り

ま し た 。 ま た 、 バ ッ ク ホ ウ （ 土 砂 を 掘 削 す る た め に 用 い ら れ る 自 走 式 の 土 木 機 械 ）

に よ る 施 工 も Ｍ Ｃ を 導 入 す る こ と に よ り 、 従 来 と 違 い 重 機 の 近 く で 合 図 す る 作 業

員 が 不 要 に な り 接 触 事 故 が な く な り ま し た 。

な お 、 今 回 の 復 旧 工 事 で は 、 土 砂 の 運 搬 が 多 か っ た た め 工 期 の 短 縮 に は つ な が

り ま せ ん で し た 。

今 後 、 若 手 社 員 を 中 心 に ワ ー キ ン グ グ ル ー プ を 設 置 し 、 Ｔ Ｌ Ｓ 測 量 （ 所 要 日 数 ２

日 ） か ら ド ロ ー ン を 使 っ た Ｕ Ａ Ｖ 測 量 （ 同 半 日 ） も 取 り 入 れ て 併 用 し 、 中 堅 以 上 の

社 員 の 負 担 軽 減 を 行 う 予 定 で す 。

導 入 企 業 の 声

本 復 旧 工 事 は 、 豊 頃 町 の 十 勝 川 河 川 敷 で 平 成 2 9 年 5 月 ～ 平

成 3 0 年 2 月 ま で 、 河 道 を 掘 削 し て 河 川 を 拡 幅 し 、 目 標 流 下 能

力 を 確 保 す る 目 的 で 実 施 さ れ た 。 役 所 か ら は 、 平 均 ± 5 c m の

誤 差 で 1 3 0 ｍ × 2 3 0 ｍ を 掘 削 す る よ う 指 示 を 受 け た 。

最 初 に 、 Ｔ Ｌ Ｓ を 使 い ３ 次 元 測 量 （ 地 形 を ス キ ャ ン し 、 点 群

と し て 処 理 を 行 う ） に よ る 起 工 測 量 を 行 っ た 。 今 回 の Ｍ Ｃ に

よ る 施 工 で は 、 Ｖ Ｒ Ｓ 方 式 （ 国 土 地 理 院 の 電 子 基 準 点 を 利 用 す

る 仮 想 基 準 点 方 式 ） を 使 っ て 現 在 の 位 置 情 報 を 取 得 し 、 同 情

報 を 重 機 へ 通 信 、 目 標 設 計 面 と ず れ な い よ う 重 機 を 自 動 制 御

し た 。 さ ら に 、 Ｍ Ｃ に よ る 施 工 の 前 に 、 施 工 箇 所 を 囲 う よ う

に 基 準 点 を 作 成 す る な ど 工 夫 を 加 え 、 一 層 精 度 を 向 上 さ せ た 。

ま た 、i- C o n s t r u c ti o n で は 出 来 形 図 や 取 り ま と め 表 は 不 要

で 、 ヒ ー ト マ ッ プ ※ の み 提 出 し た 。 Ｉ Ｃ Ｔ 土 工 で は 、 こ れ ま で

提 出 が 義 務 付 け て い た 出 来 形 図 や 取 り ま と め 表 な ど の 提 出 は

不 要 と な っ た た め 、 作 業 の 大 幅 な 削 減 も 可 能 と な っ た 。

※ 施 工 の 仕 上 が り 面 全 体 を 規 格 値 と の 差 で 確 認 す る 技 術
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